
11 汚水処理計画

(1) 汚水処理計画策定の手順

汚水（排水）処理計画の策定に当たっては，水質の目標値の設定，水質及び排水量の実態把握，

生産工程の改善による汚水の水質改善や汚水量の削減，最適な処理方法の選択及び処理施設の組

合せ（システムフロー）などの検討が必要である。

汚水処理計画の策定手順と留意すべき事項を図 3.1-1に示す。
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汚水処理計画第　　　節

　汚水処理計画の立案に当たって調査・検討すべき項目，汚水の原単位（単位生産量

当たりの汚濁負荷量）の算出，汚水の特性に適した処理方法や処理プロセスの選択に

ついて理解しておく。

〈手順〉 〈留意事項〉

①　処理目標水質の設定

②　汚濁負荷量の実態把握

③　生産工程改善の検討

④　処理方法の選択

⑤　処理施設の設計

⑥　運転管理計画の策定

法令による排水基準
放流先の状況（環境基準，利水状況）
汚水量の把握
水質の把握
汚濁負荷量の把握
生産工程の見直し
水使用の適正化調査
類似事例の調査
汚水処理実験の実施
汚水の性状と処理方法の適否検討
施設の設置費と維持管理費の検討
汚泥発生量とその処理法の検討
原水水質と処理対象水量の決定
処理施設の容量の決定
設備の運転管理作業標準の策定
水質管理・測定計画の策定
安全・衛生管理計画の策定
事故・緊急時の連絡体制の整備

図 3.1-1　汚水処理計画の策定手順と留意事項




